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         第18回「ふるさと春日井学」研究フォーラム

ﾃｰﾏ『ふるさと春日井・震災の歴史』
～濃尾大震災とふるさと春日井～
　８月３日（日）市民活動支援センター「ささえ愛センター」において第18回「ふるさと春日井学」研究フォーラムをテーマ『ふるさと春日井・震災の歴史』と設定してフォーラムを行った。　　　

　春日井市古文書研究会会長　近藤　雅英　氏が『濃尾大震災とふるさと春日井』と題して、明治24年10月25日に発生した濃尾大震災とふるさと春日井にあたえた影響と歴史の教訓について新資料を基に発表があった。

参加者は、38名であった。
発表後活溌な質疑も行われ、今後こうした震災の歴史を教訓としていかねばならないとの意見が多く出された。　　　　　　　　　　　
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発表者：近藤　雅英　氏　　　　　　　　　　　　　　会場風景
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濃尾地震震度分布図
第18回「ふるさと春日井学」研究フォーラム　講演記録
18頁の講演資料と愛知県防災局防災危機管理課発行の「歴史地震記録に学ぶ　防災・減災ガイド(尾張編)」(2014年発行)が配られた。

　春日井市の震災の歴史は濃尾大地震にしぼり、碑文や古文書の文献に記録されたものをすべてまとめられた。碑文は震災記録というよりも、震災後の改修を記念する碑文が残ることで震災が後世に伝わるもの7件を確認されている。①大泉寺の鋏池の碑②下市場のため池の碑③下原の新修堤防記念碑④高蔵寺の新池公園用水改修碑⑤東野の落合池の碑(案内板)⑥北海道石狩の生振神境内の愛知団体開拓記念碑(移住百年記念)⑦東野の八幡社一の鳥居に刻印された北海道移住者名の7つの碑。文献・資料に記録されたものは31件を確認された。①春日井市史(地震の概要)②同市史資料編(下原大池の碑文，玉野用水改修碑文)③同市史資料編4(密蔵院の被害)④高蔵寺町史(高蔵寺町被害状況)⑤愛知県警察部の震災記録(概要・郡市別被害一覧、東春日井郡の被害と警察の対応)⑥東春日井郡誌(概要)⑦東春日井郡農会史(春日井郡の概要)⑧歴史地震記録に学ぶ防災・減災ガイド(尾張編)⑨愛知県災害誌(田楽村の与兵池堤防決壊)⑩八幡水利組合「落合池・灌漑の起こり」(堤防亀裂)⑪春日井史(被害と救済)⑫濃尾震誌(被害と救済)⑬愛知縣史第4巻(概略)⑭愛知県議会史第2巻(愛知県下の概要)⑮愛知百科事典(概要)⑯愛知県地震被害史(濃尾地震の被害と震度分布、前震・本震・余震)⑰東野誌(落合池改修)⑱下市場の水神(ため池破堤)⑲明治東海政治史(概要)⑳理科年表(甚大な被害の順)その他、篠岡百話(与兵池の堤防崩壊)、愛知県歴史全集(寺院編)に勝川町の太清寺と大留町の禅源寺、勝川町文書に北海道移住・建物崩壊・田畑湿地化・堤防修築・地租延納の記録、写真集(明治・大正・昭和)春日井に鷹来地区の惨状写真、愛知県警察史第1巻に愛知県下の惨状など載る。さながら春日井市内の被害状況をまとめるための文献集を提供する貴重な資料を提供いただいた。

Ⅰ　碑文の紹介は次のもの。1)下原の新修堤防記念碑は明治25年8月建立のもので、浅田申之の撰。題額は子爵成瀬正肥。下原村の大池は周囲1100余間、漑浸田98町余。城主成瀬氏がその水利を謀った。(その後の水利の経緯を記録したのち)「二十四年十月二十八日尾張大地震、本村堤防皆崩」「不可瀦(ちょ)水将欲修復之、其費巨大非一村所能任也、是以一郡協議数哀訴県庁、会政府察其惨状、遺官于各地賑済賜国庫金有差、明年一月本県設臨時土木工事出張所於鳥居松、属内務省技手木下慶賢監督一郡工事、以査定各村費額、乃頒資賜金一萬余圓以充下原八幡二村聨合井組堤防修築費、…」と刻まれている。

　2)落合池改修記念碑は昭和8年2月28日竣工の改修碑と昭和46年5月に八幡水利組合の碑が建つが、その案内板(春日井市教育委員会)の中に「その後、明治24年に濃尾大地震で壊れた堤防の復旧工事が行われ」と書かれている。

　3)高蔵寺の新池公園の用水改修碑は明治28年1月建立。題額は篆書で「侯爵徳川義禮篆額」と一行目に記されている。万延元年に地頭の佐種武(佐枝種武)が庄内川から灌漑用に引いた玉野用水をこの地まで延長したしたことを書いた後、「明治二十四年十月尾濃之地大震本郡諸尊水利被害甚多如身洗川亦砂防壊裂壅塞水路擧村憂苦之既官土功給金四百餘圓令村民謀復舊之事村民感激深講水利因欲大其の規模則更張官尚醵金五百餘圓増築身洗川水源之砂防新設水管以瀦(ちょ)水池村中…」と村中歓喜して、このことを碑に刻み後世に残すと書いている。それに続いて漢詩「因害為利　轉禍為福　聖澤維浹　賜此豊穀…」を刻む。愛知縣参事会員堀尾茂助の撰・書である。石碑の横に春日井市教育委員会の案内板があり、「因害為利」を説明する。

　4)大泉寺町の鋏池の碑は題額「淵博」を愛知県知事時任為基が篆書。碑文の撰・書は愛知県参事会員堀尾茂助。「転地活物也故雖　聖世不能無變動唯在處之如何耳明治廿四年十月廿八日尾濃大震我東春日井郡中有緒水池若干堤防蓋崩隕焉如大泉寺新田其一也於是于各村協議哀訴縣請以地方税補助之知事岩村君高俊容之直縣会議曰縣下災後…帝国議会仰国庫金之補助政府深察差惨状以勅令賜金庫金前後二回合為百九拾有余萬圓…」とあり、衆庶が感泣して石に刻むことを欲したことを伝えるために碑を建てたと書いている。(注、スライドと印刷された写真で紹介されたが碑文の解読がなかったので書かせていただいた)

Ⅱ　地震の発生と規模・救済など
　1)濃尾大地震には「前震」があった。本震3日前の明治24年10月25日、「震度4程度」の地震が2度あったという。根尾谷断層付近では明治18~22年末にかけて地震活動が5倍に増加していた。それ以降、明治24年1月28日の発生までは10倍になっていたという。１千年に一度といわれる「内陸型大地震(内陸地殻内地震)」は予兆があった。「本震」は岐阜で午前6時37分11秒、名古屋は1分39秒後の38分50秒、東京はその21秒後の39分11秒だった。震域は仙台以南まで及んだ。春日井市内で被害の写真が残るのは鷹来地区だけ。「劇烈震」(今の震度7)はほぼそれに近かったのは勝川村だった。その他の春日井地区は大方、今の震度6程度(強烈震)だったという。(注、スライドに映された愛知県警察部の「愛知県管内地震図」では東春日井郡は小牧、大草など西部と西春日井郡全域が赤く塗られた「劇烈震」となっている)

また、「余震」は長く続き、発生後1ヶ月のみでも劇震1、強震44、弱震126、微震715の計886回にのぼったという。

 2)被害は死者7,273人、負傷者17,175人、建物全壊142,177戸、半壊80,324戸、山崩れ1万余箇所。岐阜県の被害が一番大きく、次いで愛知県だった。大阪、福井、三重、長野がそれに次いだ。明治24年12月11日現在の愛知県での死者は2,459人(10月31日現在では2,169人)、負傷者6,736人、潰家81,423戸、半潰家45,344戸だった。うち東春日井郡は死者17人、負傷者107人、潰家3,295戸、半潰家3,657戸だった。(注、西春日井郡は順に、311人、742人、4,828戸、4,685戸だった。)

 春日井での池の堤防決壊などの記録は碑文や古文書の記録にあるものはすでに見てきた。●熊野町の密蔵院は本堂、仁王門、灌頂堂が倒壊した。(注、1932年時点で倒壊を免れた常泉坊がただひとつ残ったが、1950年に大留町に移り、常泉寺となった。密蔵院の前住職の山田師は常泉寺から密蔵院の住職になった。1999年常泉寺は新築で、震災遺物の山門は尾張旭の某寺に移築)●勝川町での被害は大きく、名古屋区裁判所勝川出張所の建物の「大破修築願」(明治24年11月29日)が出ていること、「地租延納願」(明治24年、25年分)も出ていた。●東京の新聞で「岐阜なくなる」「県庁をほかに移し、岐阜村、大垣村を開かしむべし」と載ったという。救済金・義捐金の分配・使途の疑惑、復旧工事疑惑での官吏・助役の逮捕もあり、県知事が退職に追いやられたという話もある。●震災後に北海道に移住した人がいた。生振村(現石狩市)に東春日井郡から愛知県団体56戸のうち春日井市関係27戸(雛五9、八幡7、和爾良4、春日井4、片山3)、小牧関係11戸(池林6、小牧3、間々2)が移住したという。明治27年4月のことだった。明治28年には上川郡愛別原野に35戸、生振(おやふる)は貸与地がなくなり4戸のみ移住。29年、30年、31年と続いた。勝川村では地租未納で八雲村に移住した者が5人いたと役場の記録にあった。明治25年に野田生に29名が移住しているなど。震災余波の出来事だ。●また、勝川では棉畑や煙草畑、田畑の湿地化が記録されていることも調べられた。（記録：塚田　忠雄）

OPINION－「ふるさと意識」なくして地域の活性化なし－
　　　人間社会と「自然災害」に思う
　「災害は忘れた頃にやってくる」とは、古くから言い伝えられてきた戒めであり、教訓です。しかし、西暦2011年（平成23年）９月11日午後２時46分発生の東北大震災は、
生やさしい戒めや、教訓を根底から見直さなければならない衝撃的な現実を我々人間社会にもたらしました。３年経た今日もまだ尚、様々な防災、減災、平時の危機管理などの議論が喧しく論ぜられています。それはそれで一刻も早く整備していざと言うときに備えてもらいたいものだと思っています。
　自然災害に対処する手だてとしては「歴史の教訓に学ぶ」意外に道はないことを今回の震災は教えています。そして、我々は、今日まで「自然と上手に共生」してきたのだろうかということを考えさせられます。「石碑（過去の津波を記録した碑）の建っている下側には家を建ててはいけない」の教訓を守って難を免れた人々、「鎮守の森と神社の鳥居」だけが残った津波被災地、先祖代々言い伝えられた、土地の人々の生活の知恵や閃きが命を救った事例が数多く報告されています。自然と共に生きてきたその土地の人々の経験と教訓が最大の危機回避の方法なのかもしれません。私たちは、所詮一生物たる人間の力で自然が変えられるはずもないのだということをいつの日からか忘れてしまったのではないでしょうか。人間は、自然の中に包まれて自然と共に生きてきたはずであったのだということを・・・・。人間の都合に合わせて、人間の叡知である科学の力で自然が変えられる、あるいは、自然を開発という大義のもとに破壊してきたことと錯覚してきた部分も無きにしもあらずではなかったでしょうか。科学の発達は人間社会特有の現象として、ある時は、大自然を加工し、操作し、利用することで文明や文化を築いてきたことは今日までの人類の歴史が示しています。しかし、有史以来、大自然の力を完全にコントロールしたり、人間が大自然で生ずる様々な現象を押さえ込んだり、封じ込めることが出来たことはただの一度もありません。つまり、自然に逆らうことなど神ならずとも出来ないことを教えてくれています。自然に働きかけて、全てを人間の都合の良い自然にしてゆけると考えているとすればそれは自然にたいする「不遜」で「奢り」のある人間の「身勝手な」考え方と言えるでしょう。これからも生じ続けるであろう大自然の猛威、や現象を人間の科学や物理的方法によって阻止することなど決して出来ないと考えることが合理的な考え方ではないでしょうか。
　つまり、「意識」「発想」を変えて生活してゆくことであると思います。「自然と共に生きる」「自然に畏敬の念をもつ」「自然の中に生かされている」といった意識が必要です。自然の中の生態系を自然のままにしながらその中で人間も一生物として生きていける環境が本来の姿でしょう。「理想論」否「空想論」であると一蹴されそうなことを言いましたが、理想を求めて現実を考えて行くことこそが「現実的」な考え方のように思えてなりません。
　第18回「ふるさと春日井学」研究フォーラムでの濃尾大震災の発表を聴いて、「過去の歴史に学ぶ」「先人の言葉の中に真理がある」を思考の原点にして、考えていく必要があるとことを強く思いました。（文責：河地　清）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

次回FORUMのお知らせ
第19回テーマ『神童・道風の学んだ風景を訪ねる』
  日  時：平成2６年8月29日（金）巡検バスツアー　日帰り（定員35名）
場  所：稲沢市「」尾張学校院址・　国衙址・国分寺址・高田寺など見学

第20回テーマ『ふるさと春日井と俳人横井也有』
  日  時：平成2６年9月7日（日）13:30～15:30
場  所：見性寺（県道508号線沿い・内津神社手前）境内集合　　　　　　　　　
　フォーラム内容：
1 「也有句碑拓本実習」
講師：川口　一彦　氏（拓本研究家・書家）
2 「ふるさと春日井と俳人横井也有」
発表者：近藤　雅英　氏（春日井古文書研究会会長）
第21回テーマ『ふるさと春日井の自然環境』
  日  時：平成2６年10月5日（日）13:30～15:30
場  所：市民活動支援センター・ささえ愛センター２階第１集会室　　　　　　　　　
　フォーラム内容：
①『みどりのまちづくり－ふるさと春日井の自然環境保護活動』
発表者：高橋　勇夫　氏（みどりのまちづくりグループ　代表）
　　※資料代５００円（各回非会員のみ徴収）
       　　　〈事務局〉

「ふるさと春日井学」研究フォーラム　会長　河地　清

　　　　　　　　　TEL/FAX　0568-82-5973  ﾒｰﾙ：kawachi-k@mb.ccnw.ne.jp
　　　　　　　　　　　　かすがい市民活動情報ｻｲﾄ：http://kasugai.genki365.net/　　　
                   　　　　　ふるさと春日井学　検　索                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
